
 

 

開   設：１９６０年(昭和３５年)  

関連施設：鶴ヶ島駅前クリニック・霞ヶ関腎クリニック 

 

◀  診療科目  ▶ 内科・呼吸器内科・循環器内科・消化器内科・糖尿病内科・腎臓内科・内視鏡内科・人工透析内科・外科・消化器外科 

小児外科・整形外科・脳神経外科・小児科・皮膚科・泌尿器科・リハビリテーション科・放射線科・麻酔科 

◀ 指定・認定 ▶ 保険医療機関・労災保険指定医療機関・結核指定医療機関・生活保護法指定医療機関・救急告知/指定医療機関 

指定自立支援病院(更生医療・育成医療) ▶ ・腎臓に関する医療・整形外科に関する医療・小腸に関する医療 

身体障害者福祉法 ▶ ・じん臓機能障害・肢体不自由・ぼうこう又は直腸機能障害・呼吸器機能障害・象徴機能障害・肝臓機能障害 

日本整形外科学会専門医研修施設・日本外科学会外科専門医制度関連施設・日本透析医学会教育関連施設  

日本医療機能評価機構認定病院 

 

◀ 病 床 数 ▶ 76床：A病棟「急性期一般病床 52床・地域包括ケア病床 8床」：B病棟「医療療養病床 16床」 

◀ 患 者 数 ▶ 1日平均外来患者数 277名：1日平均入院患者数 49名：平均在院日数 15日 

 

◀ 職 員 数 ▶ 245名：正職員「174名(内医師 11名)」：パートタイマー「71名」（2023年 8 月 1日） 

◀ 在籍職種 ▶ 医師・正看護師・准看護師(病棟・外来・オペ室・入退院・透析部門・健診センター)・介護福祉士・薬剤師 

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・臨床検査技師・臨床工学技士・診療放射線技師・X線技師 

管理栄養士・看護補助者・リハビリ助手・放射線助手・診療情報管理士・医師事務作業補助者・事務 

◀ 勤務体制 ▶ 看護部：実働勤務 8時間・看護部以外：7時間 10分・公休 9日/月(日曜日・祝日含む) 

◀ 福利厚生 ▶ 給与月末〆翌月 20支払・賞与年 2回(基本給 3 ヶ月/年)※1・昇給昇格あり※2・社会保険・厚生年金 

介護保険・労災保険・雇用保険・制服貸与・交通費・診療費減免※3・年次有休休暇※4・永年勤続賞 

リフレッシュ休暇・夏季休暇 3日・年末年始(冬季)休暇 5日(年間休日 116 日) 

各完備【無料駐車場・職員寮※5・職員食堂※6・託児所※7・退職金制度・再雇用制度・奨学金支援制度】 

        ※1：業績・スキルによる・例年「人事評価算定期間：上半期 11/1～4/30 支給７月・下半期 5/1～10/31支給 12月」 ※2：業績スキルによる・例年 4月改訂 

        ※3：上限補助金額外来診療\10,000/年・入院\50,000/年 ※4：入職後 6 ヶ月で 10日付与以降法定通り ※5：独身または家族寮 2LDK・3LDK 家賃\10,000・入居期限  

        ※6：昼食\250/回・夕食\200/回 ※7：保育料 1時間 120円・病児保育あり  

 

◀ 募集要項 ▶ 募集職種 看護師・介護福祉士・看護助手・理学/作業療法士・医師事務作業補助者・事務 

選考方法 書類選考(郵送)➡所属長面接・職場見学(※筆記試験等はございません) 

問 合 先 医療法人社団 誠弘会  「総務部総務人事課」   連絡：049-231-1552   

【病院長：池袋 賢一】 

池袋病院は消化器一般外科、整形外科を主要診療科とした外科系小規模急性期病院です。 

これに加えて、サテライトの血液透析施設をもつ血液透析病院でもあります。76床の医療機関、 

特に急性期としてはスケールメリットの点で不利ですが、小粒であるからこその機動性を生かして 

地域に密着した医療を展開しています。医療機関は人が財産です。どんなに高額な先進医療機器 

がそろっていても使いこなす医療従事者が優秀でなければ宝のもち腐れです。 

当院では、個々のキャリアパスを大事に、教育に取り組んでいきます。各種認定看護師の育成、 

学会活動などを積極的に進め、医療職が一丸となって病院を育てていくという姿勢に是非共感して 

頂きたいと思います。  

【看護部長：藤木 千夏】 

当院は、地域密着型の急性期病院として、地域医療への貢献に努 

                                        めています。令和５年４月には医療療養病棟も開設しました。看護部で 

は、1.心まで看る ２.変化に対応する ３.進化する を基本方針とし、患 

者様への心のこもった看護の提供を目指しています。医療界を取り巻く 

環境が大きく変化している中で、私たち看護師もその変化に対応し、さら 

に進化していかなければなりません。そのためには、経験を重ねても学 

び続けることが大切です。看護師一人ひとりがキャリアを積み、仲間と 

ともに成長できる環境づくりを目指していきます。 


